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平成２９年度飯島町水道事業会計決算審査意見書 

 

第１ 審査の対象 

  平成２９年度飯島町水道事業会計 

 

第２ 審査の期日 

  平成３０年６月２１日 

 

第３ 審査の方法 

  町長から審査に付された決算財務諸表並びに決算報告書が、平成29年度における水

道事業の経営成績と財政状態を適正に表示しているかどうかについて、会計諸帳簿及

び例月出納検査との照合などにより検証した。 

  また、年度内の事業全般について関係職員から説明を求め、公営企業の基本原則で

ある公共の福祉増進と経済性発揮の観点から審査した。 

 

第４ 審査の結果 

  損益計算書、貸借対照表等の決算財務諸表、並びに決算報告書及びその他付属書類

については、計数に誤りなく適正に記帳されており、当会計年度における水道事業の

経営成績及び財政状態を正確に表示しているものと認められた。 

  また、現金預金、基金の管理についても適正に行われていることを確認した。 

 

第５ 総括的意見 

水道水の安定供給という重要な事業を担って、平成 29 年度も断水に至る大きな災

害や自然災害による取水停止はなく年度内の安定供給ができたことは評価に値する。 

 

  給水人口の減少、給水件数の若干の増加等利用状況が変化する中で、給水量は前年

と同量、収入総額は 138 万円増と前年とほぼ同様の利用状況であった。一方、有収率

は 77.6％と前年比 5.0％増と良好な状況を確保したことは評価に値する。 

  今後は、平成 23 年度策定の水道ビジョンに掲げた目標有収率 82.4％を目指して積

極的に事業に取り組まれたい。 

  耐用年数越えの水道管の改修に効率的に取り組んだ結果、上記のとおり有収率の向

上を図っており、更に水道管改修の加速を進めることが必要である。 

  

  また、当年度の純利益は 15,140 千円、前年度より 638 千円の増となり未処分利益

剰余金は 146,499 千円と安定した経営状況が続いている。しかし、現況は水道管や建

物等の更新に資金が必要であり、加えて企業債の元利償還と多額の資金を必要として

いる。 

 

一方、企業債の状況を見ると 4％台の借入償還が進みつつあり、近年の借入利率は

１％を下回っている。低利の新規借り入れを検討して、耐用年数越えの水道管の更新

や老朽化している建物の更新を具体的に検討する時期に来ているのではないかと考

える。 

また、経営状況が黒字で安定していることから、近隣市町村と比較して高額な水道

料金の引き下げを検討する時期に来ているのではないか。 
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第６ 決算の概要 

 １ 業務実績 

平成29年度（平成29年4月1日から平成30年3月31日まで）の業務実績は次表のと

おりである。 

 

 (1) 業務実績 

 

平成28年度 平成29年度 対前年度 比較

（Ｂ） （Ａ） (Ａ)－(Ｂ) (Ａ)/(Ｂ)

年度末行政区域人口 （人） 9,686 9,577 -109 98.9%

年度末給水人口 （人） 9,564 9,463 -101 98.9%

年度末給水件数 （件） 3,711 3,725 14 100.4%

年間（㎥） 1,257,852 1,175,650 -82,202 93.5%

日平均（㎥） 3,446 3,221 -225 93.5%

年間（㎥） 912,601 912,099 -502 99.9%

日平均（㎥） 2,500 2,499 -1 100.0%

１日最大配水量 （㎥） 4,176 4,118 -58 98.6%

負荷率 （％） 82.5% 78.2% -4.3% 94.8%

有収率 （％） 72.6% 77.6% 5.0% 106.9%

１人１日最大配水量 （ℓ） 436.6 435.2 -1.4 99.7%
１人１日平均有収水量 （ℓ） 261.4 264.1 2.7 101.0%

配水量

有収水量

区      分

  

（注）配 水 量 ＝ 年間総配水量（浄水して配水した水量） 

      有収水量 ＝ メーター器を通過して課金される水量 

      負 荷 率 ＝ 配水量（日平均）÷ １日最大配水量 × 100 

      有 収 率 ＝ 有収水量（年間）÷ 配水量（年間）× 100 

      １人１日最大配水量 ＝ １日最大配水量 ÷ 給水人口 

      １人１日平均有収水量 ＝ 有収水量（年間）÷ 日数（年間）÷ 給水人口 

 

  (2) 給水人口・有収水量の推移 

    

当年度の業務実績をみると、平成30年3月31日現在の給水人口は9,463人であり、

また、年間の配水量は1,175,650㎥、有収水量は912,099㎥である。水源別内訳は、

表流水99.6％、地下水0.4％である。 

 

Ｈ12年 Ｈ22年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年 Ｈ28年 Ｈ29年

人 11,182 10,190 9,835 9,776 9,780 9,686 9,577
人 10,992 9,947 9,694 9,648 9,660 9,564 9,463
㎥ 1,041,712 916,006 913,644 893,496 899,700 912,601 912,099

生 活 ㎥ 779,031 718,669 715,987 706,382 711,637 723,073 715,282
営 業 ㎥ 122,464 124,451 129,245 125,642 125,303 124,861 125,233
工 場 ㎥ 128,367 62,315 61,584 56,396 57,613 57,271 63,405
そ の 他 ㎥ 11,850 10,571 6,828 5,076 5,147 7,396 8,179

内
訳

項　　　目
年度末行政区域人口

給 水 人 口

有 収 水 量
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２ 予算の執行状況（決算報告書(消費税込み)） 

  (1) 収益的収入及び支出 

    予算執行状況は次表のとおりである。 

【収益的収入】            （単位：円・％） 

　　　　    区分
　　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
(Ｂ)－(Ａ)

収入率
(Ｂ)/(Ａ)

営 業 収 益 208,030,000 209,959,103 1,929,103 100.9%
営 業 外 収 益 21,893,000 24,013,806 2,120,806 109.7%
合 計 229,923,000 233,972,909 4,049,909 101.8%

 

   予算額229,923千円に対し、決算額は233,973千円であり4,050千円上回り、執行

率は101.8％となっている。 

   営業収益の主なものは、給水収益（水道使用料）191,274千円（税抜き）である。 

   営業外収益の主なものは、長期前受戻入21,473千円である。 

 

【収益的支出】                （単位：円・％） 

　      　　　区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

不用額
(Ａ)－(Ｂ)

支出率
（Ｂ）/（Ａ）

営 業 費 用 179,204,000 172,952,449 6,251,551 96.5%
営 業 外 費 用 45,260,000 43,228,325 2,031,675 95.5%
特 別 損 失 1,000 0 1,000 0.0%
予 備 費 1,629,000 0 1,629,000 0.0%
合 計 226,094,000 216,180,774 9,913,226 95.6%

 

   予算額226,094千円に対し、決算額は216,181千円で、不用額は9,913千円であり、

執行率は95.6％となっている。 

   営業費用の主なものは、減価償却費109,667千円、総係費27,577千円（税抜き）、

配水及び給水費17,250千円（税抜き）である。 

   営業外費用の主なものは、企業債の支払利息32,975千円である。 

 

 (2) 資本的収入及び支出 

    予算執行状況は次表のとおりである。 

【資本的収入】                （単位：円・％） 

　      　　　 区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

増減
（Ｂ）－（Ａ）

企 業 債 37,000,000 37,000,000 0
負 担 金 0 0 0
繰 入 金 500,000 0 -500,000
合 計 37,500,000 37,000,000 -500,000  

   予算額37,500千円に対し、決算額は37,000千円であり500千円下回り、執行率は

98.7％となっている。 

   建設改良事業のための企業債借入金27,000千円、資本費平準化債10,000千円であ

る。 
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【資本的支出】               （単位：円・％） 

              区分
　項目

予算額
（Ａ）

決算額
（Ｂ）

不用額
(Ａ)-(Ｂ)

建 設 改 良 費 41,501,000 39,087,360 2,413,640
企 業 債 償 還 金 104,233,000 104,232,893 107
資 産 購 入 費 250,000 214,056 35,944
合 計 145,984,000 143,534,309 2,449,691  

    

予算額145,984千円に対し、決算額は143,534千円で、不用額は2,500千円となり、

執行率は98.3％となっている。 

 建設改良費の主なものは、上水道配水管布設替工事（本郷第一自治会 町道秋葉

線、北河原自治会 町道福知線、高遠原自治会 町道高遠原旧道３号線）の3件、

計30,530千円（税抜き）である。 

   企業債償還金は前年度より4,931千円増の104,233千円であった。 

 

 

【資本的収支の不足額補てん内訳】              

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額の補てん財源は次表のとおり

である。                           （単位：円） 

区分 収入 支出 不足額 補填財源

過年度分損益勘定留保資金

103,623,093
当年度分損益勘定留保資金

0
当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額

2,911,216
建設改良積立金

0

決
算
額

37,000,000 143,534,309 106,534,309
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３ 経営成績（損益計算書(消費税抜き)） 

 経営成績は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

平成28年度 平成29年度 対前年度 比較

（B） （Ａ） （Ａ）－（Ｂ） （Ａ）/（Ｂ）

総 収 益 a 217,020,783 218,405,719 1,384,936 100.6%

総 費 用 ｂ 202,519,138 203,265,969 746,831 100.4%

差 引 損 益 a-b 14,501,645 15,139,750 638,105 -

総収支比率 a/b 107.2% 107.4% 02％ -

区分

 
   総収益は218,406千円、総費用は203,266千円であり、差引収益は15,140千円の純

利益を生じ、総収支比率は107.4％である。 

   なお、前年度繰越利益剰余金131,359千円に当年度純利益15,140千円を加えると、

当年度未処分利益剰余金は146,499千円である。 

   経常収支比率の推移は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

経常収益 a 212,673,135 214,580,745 217,020,783 218,405,719

経常費用 b 208,344,629 208,283,988 202,519,138 203,265,969

差引経常収益（損益） a-b 4,328,506 6,296,757 14,501,645 15,139,750

経常収支比率 a/b 102.1% 103.0% 107.2% 107.4%

区分

 

※ 経常収支比率とは、経常収益（営業収益＋営業外収益）と経常費用（営業費用

＋営業外費用）を対比したものであり、経常的な収益と費用の関連を示すもので 

ある。 

 

(1) 供給単価と給水原価の比較 

  有収水量１㎥当りの供給単価と給水原価の推移は次表のとおりである。 

区分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

給水収益 186,727,980 188,254,567 190,605,618 191,273,551

年間総有収水量 893,496 899,700 912,601 912,099

供給単価  a 208.99 209.24 208.86 209.71

給水原価　b 210.45 207.48 198.65 197.98

比較　a-b -1.46 1.76 10.21 11.73

（単位：円・㎥）

※ 供給単価＝給水収益÷年間総有収水量 

    給水原価＝(経常費用-(受託工事費+材料及び不用品売却原価+付帯事業費))÷年間総有

収（給水）量  

   

給水原価は、前年度と横並びとなり、供給単価は前年度より1円程度増加した。

その結果、供給単価から給水原価を差し引いた額は11円73銭の黒字となっている。 
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(2) 収 益 

  収益は次表のとおりである。 

（単位：円･％） 

対前年度 比較

決算額（Ｂ） 構成比 決算額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

195,192,728 89.9% 194,562,851 89.1% -629,877 99.7%

給水収益 190,605,618 87.8% 191,273,551 87.6% 667,933 100.4%

受託工事収益 2,159,136 1.0% 945,000 0.4% -1,214,136 43.8%

その他営業収益 2,427,974 1.1% 2,344,300 1.1% -83,674 96.6%

21,828,055 10.1% 23,842,868 10.9% 2,014,813 109.2%

加入金 2,565,000 1.2% 2,050,000 0.9% -515,000 79.9%

受取利息及び配当金 141,886 0.1% 228,689 0.1% 86,803 161.2%

長期前受金戻入 18,903,461 8.7% 21,473,232 9.8% 2,569,771 113.6%

雑収益 217,708 0.1% 90,947 0.1% -126,761 41.8%

217,020,783 100.0% 218,405,719 100.0% 1,384,936 100.6%合　　計

区分
平成29年度平成28年度

営業収益

営業外収益

 

   収益合計は218,406千円であり、前年度より1,385千円増加した。 

   ① 営業収益 

     営業収益は、前年度より630千円（0.3％）減少した。これは、給水収益は668

千円（0.4％）増加しているものの、受託工事収益が1,214千円（56.2％）減少

したことによるものである。 

 

   ② 営業外収益 

     営業外収益は、前年度より2,015千円（9.2％）増加した。これは、主に加入

金が515千円（20.1％）減少しているものの、長期前受金戻入が2,570千円

（13.6％）増加したことによるものである。 
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  (3) 費 用 

   費用は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

対前年度 比較

決算額（Ｂ） 構成比 決算額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

166,793,051 82.4% 170,117,013 83.7% 3,323,962 102.0%

原水費 2,598,969 1.3% 2,358,451 1.2% -240,518 90.7%

浄水費 8,413,039 4.2% 8,646,945 4.3% 233,906 102.8%

配水及び給水費 14,271,736 7.1% 17,250,980 8.5% 2,979,244 120.9%

受託工事費 1,904,000 0.9% 900,000 0.4% -1,004,000 47.3%

総係費 26,378,419 13.0% 27,577,435 13.6% 1,199,016 104.5%

減価償却費 111,410,138 55.0% 109,667,089 53.9% -1,743,049 98.4%

資産減耗費 1,392,792 0.7% 3,402,455 1.7% 2,009,663 244.3%

その他営業費用 423,958 0.2% 313,658 0.1% -110,300 74.0%

35,726,087 17.6% 33,148,956 16.3% -2,577,131 92.8%

支払利息 35,553,051 17.5% 32,974,806 16.2% -2,578,245 92.7%

雑支出 173,036 0.1% 174,150 0.1% 1,114 100.6%

202,519,138 100.0% 203,265,969 100.0% 746,831 100.4%合　　計

区分
平成29年度平成28年度

営業費用

営業外費用

 

費用合計は203,266千円であり、次の要素により前年度より747千円（0.4％）増

加している。 

①  営業費用 

      営業費用は、前年度より3,324千円（2.0％）増加している。これは、主に

受託工事費1,004千円（52.7％）減価償却費が1,743千円（1.6％）減少し

ているものの、配水及び給水水費における修繕費用や材料費分が2,979千

円（20.9％）、総係費1,199千円（4.5％）、資産減耗費分が2,010千円

（144.3％）増加したことによるものである。 

 

 

    ② 営業外費用 

      営業外費用は、前年度より2,577千円（7.2％）減少している。これは、企

業債の支払利息が2,578千円（7.3％）減少したことによるものである。 
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４ 財政状況（貸借対照表(消費税抜き)） 

  (1) 資 産 

   平成30年3月31日現在の資産の状況は次表のとおりである。 

（単位：円・％） 

対前年度 比較

金額（Ｂ） 構成比 金額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B)

2,987,846,372 88.4% 2,911,167,028 88.0% -76,679,344 97.4%

2,985,366,372 88.3% 2,908,842,028 87.9% -76,524,344 97.4%

土地 14,854,083 0.4% 14,854,083 0.4% 0 100.0%

建物 3,578,545 0.1% 3,325,257 0.1% -253,288 92.9%

構築物 2,832,687,786 83.8% 2,769,708,158 83.7% -62,979,628 97.8%

機械及び装置 131,326,983 3.9% 118,107,535 3.6% -13,219,448 89.9%

車両及び運搬具 13,564 0.0% 13,564 0.0% 0 100.0%

工具器具及び備品 2,905,411 0.1% 2,833,431 0.1% -71,980 97.5%

建設仮勘定 0 0.0% 0 0.0% 0

2,480,000 0.1% 2,325,000 0.1% -155,000 93.8%

水利権 2,480,000 0.1% 2,325,000 0.1% -155,000 93.8%

391,416,983 11.6% 395,231,212 12.0% 3,814,229 101.0%

388,204,030 11.5% 391,893,066 11.9% 3,689,036 101.0%

2,867,443 0.1% 2,943,926 0.1% 76,483 102.7%

345,510 0.0% 394,220 0.0% 48,710 114.1%

0 0.0% 0 0.0% 0

0 0.0% 0 0.0% 0

3,379,263,355 100.0% 3,306,398,240 100.0% -72,865,115 97.8%

平成29年度平成28年度

固定資産

流動資産

区分

合　　計

有形固定資産

無形固定資産

その他流動資産

貯蔵品

未収金

現金・預金

前払金

 

    資産合計は3,306,398千円であり、次の要素により前年度より72,865千円（2.2％）

減少している。 

①  固定資産 

     固定資産は、前年度より76,679千円（2.6％）減少している。これは、主に

有形固定資産の構築物が62,980千円（2.2％）、機械及び装置が13,219千円

（10.1％）減少したことによるものである。 

 

②  流動資産 

     流動資産は、前年度より3,814千円（1.0％）増加している。これは、主に現

金・預金が3,689千円（1.0％）、未収金が次のとおり76千円（2.7％）増加し

たことによるものである。 
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    (a) 未収金 

     内訳は次表のとおりである。 

（単位：円） 

金　　　　額

3,017,044
給水収益（水道料金）未収金 2,709,384
その他営業未収金（開閉栓手数料他） 307,660

0
0

-73,118
2,943,926

内　　　　　　　　　容
営業未収金

合　　　計

その他未収金（消費税還付金）
営業外未収金（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

貸倒引当金

 
 

    (b) 貯蔵品 

     内訳は次表のとおりである。 

（単位：円） 

内　　　　　　　容 金　　　　額

材料（ＶＡジョイント他） 394,220

合　　　　計 394,220  
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  (2) 負債・資本 

   平成30年3月31日現在の負債・資本の状況は次表のとおりである。 

                                （単位：円・％） 

            

 区分 
平成 28 年度 平成 29 年度 前年対比 比較 

 

 
金額（Ｂ） 構成比 金額（Ａ） 構成比 (A)-(B) (A)/(B) 

 

 
負債 2,098,160,350 62.1% 2,010,155,485 60.8% -88,004,865 95.8% 

 

 

 

固定負債 1,471,231,861 43.5% 1,396,371,455 42.2% -74,860,406 94.9% 
 

 
 企業債 1,471,231,861 43.5% 1,396,371,455 42.2% -74,860,406 94.9% 

 

 
  建設改良等の財源 1,471,231,861 43.5% 1,396,371,455 42.2% -74,860,406 94.9% 

 

 
流動負債 108,846,815 3.3% 117,175,588 3.6% 8,328,773 107.7% 

 

 
 企業債 104,232,893 3.1% 111,860,406 3.4% 7,627,513 107.3% 

 

 
  建設改良等の財源 104,232,893 3.1% 111,860,406 3.4% 7,627,513 107.3% 

 

 
 

未払金 2,916,481 0.1% 3,497,084 0.1% 580,603 119.9% 
 

 
引当金 1,697,441 0.1% 1,699,000 0.1% 1,559 100.1% 

 

 
 賞与引当金 1,432,191 0.0% 1,433,000 0.0% 809 100.1% 

 

 
   法定福利費引当金 265,250 0.0% 266,000 0.0% 750 100.3% 

 

 
  その他流動負債 0 0.0% 119,098 0.0% 119,098 皆増 

 

 
 繰延収益 518,081,674 15.3% 496,608,442 15.0% -21,473,232 95.9% 

 

 
  長期前受金 518,081,674 15.3% 496,608,442 15.0% -21,473,232 95.9% 

 

 
   工事負担金 86,576,726 2.5% 81,100,441 2.4% -5,476,285 93.7% 

 

 
   補助金 23,932,674 0.7% 23,194,683 0.7% -737,991 96.9% 

 

 
   その他長期前受金 407,572,274 12.1% 392,313,318 11.9% -15,258,956 96.3% 

 

 
資本 1,281,103,005 37.9% 1,296,242,755 39.2% 15,139,750 101.2% 

 

 
 資本金 514,875,197 15.2% 514,875,197 15.6% 0 100.0% 

 

 
 剰余金 766,227,808 22.7% 781,367,558 23.6% 15,139,750 102.0% 

 

 
  資本剰余金 533,368,948 15.8% 533,368,948 16.1% 0 100.0% 

 

 
   その他資本剰余金 533,368,948 15.8% 533,368,948 16.1% 0 100.0% 

 

 
  利益剰余金 232,858,860 6.9% 247,998,610 7.5% 15,139,750 106.5% 

 

 
   減債積立金 11,000,000 0.3% 11,000,000 0.3% 0 100.0% 

 

 
   

本取水施設管理 

基金積立金 
90,500,000 2.7% 90,500,000 2.7% 0 100.0% 

 

 
   

当年度未処分 

利益剰余金 
131,358,860 3.9% 146,498,610 4.5% 15,139,750 111.5% 

 

 
合  計 3,379,263,355 100.0% 3,306,398,240 100.0% -72,865,115 97.8% 

 

             

 

負債・資本合計は3,306,398千円であり、前年度より72,865千円（2.2％）減少して 

いる。 



 - 11 -

 

①  負 債 

負債は、固定負債1,396,371千円、流動負債117,176千円、繰延収益496,608千

円の合計2,010,155千円であり、流動負債中の未払金は次表のとおりである。 

（単位：円） 

  

 

② 資 本 

資本は、資本金514,875千円、剰余金781,368千円の合計1,296,243千円である。 

     

 

  ③ 実質流動比率及び資金不足比率 

    実質流動比率は、337.3％であり、極めて健全であるといえる。 

    資金不足比率はマイナスのため資金不足は生じていない。 

   （単位：円） 

 平成29年度 平成28年度 備 考 

実質流動化率 337.3％ 359.6％ 200％以上は良好 

資金不足比率 － － 数値はマイナスとなる 

 

金　　　　額

3,497,084
営業未払金（水道水質管理負担金） 348,784
営業外未払金（消費税） 3,148,300
その他未払金（　　　　　　　　　） 0

119,098

内　　　　　　　　　容

未払金

その他流動負債（預り金）


